
全国の標高成果の改定における公共測量への対応について 
 

国土地理院は、令和 7 年 4 月 1 日に電子基準点、三角点、水準点等の標高成果を、衛星測

位を基盤とする最新の値「測地成果 2024」に改定しました。 

令和 7 年 4 月 1 日以降に実施される公共測量において基準点測量成果を作成する際、標高

成果を「測地成果 2024」にするために必要な対応を簡単にまとめました。 

 

1．測量成果の定義が変更されます 

新たに作成する測量成果の名称が変わります。成果表右上の記載を、世界測地系（測地成

果 2024）に変更してください。 

詳しくは以下のページの「成果表の記載例」をご覧ください。 

https://www.gsi.go.jp/sokuryosidou/sokuryosidou41048.html 

 

２．ジオイド・モデルが変更されます 

計算に使用するジオイド・モデルを「日本のジオイド 2011」から「ジオイド 2024 日本

とその周辺」に変更してください。なお、ジオイド・モデルのフォーマットが変更されてい

ます。解析ソフトウェアで正常に読み込めるか事前に確認していただき、必要に応じてアッ

プデート等を行ってください。 

「ジオイド 2024 日本とその周辺」は、基盤地図情報ダウンロードサービス からダウンロ

ードできます。https://www.gsi.go.jp/kiban/index.html 

「ジオイド 2024 日本とその周辺」による任意の地点のジオイド高は、「測量計算サイト」

にある「10 ジオイド高計算（ジオイド 2024 日本とその周辺）」で計算することができます。 

https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 

 

３．電子基準点のアンテナ位相特性モデルが変更されます 

GNSS アンテナ機種ごとに定められていた電子基準点のアンテナ位相特性モデルが、電

子基準点の架台の形状も考慮したモデルに変更されます。PCV 補正を行う際には、使用す

る電子基準点のアンテナ機種と架台の組み合わせを確認し、適切なアンテナ位相特性モデル

を適用してください。アンテナ位相特性モデルは、電子基準点 PCV 補正データのサイトか

らダウンロードできます。https://terras.gsi.go.jp/pcv_top.php 

詳しくは以下のページの「標高体系の移行に伴い変更する測量の仕組み」の「６.電子基準点

のアンテナ位相特性モデルの変更」をご覧ください。 

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/hyoko2024rev.html 

 



 

４．電子基準点付属標の位置づけが変更されます 

 これまで二等又は三等水準点として位置付けられていた電子基準点付属標の標高成果が、

全ての等級の水準測量の既知点として使用できるように変更されます。また、一等水準点の標

高成果の桁数がこれまでの 0.1 ㎜位から 1mm 位に変更されます。 

 

５．離島における基準面補正が導入されます 

「ジオイド 2024 日本とその周辺」は、東京湾

平均海面に一致したジオイド・モデルですが、

一部の離島は島独自の平均海面を基準として

います。これを東京湾平均海面に統合するた

めに基準面補正が導入されます。 

補正が必要な範囲はトカラ列島以南、八丈

島以南です。（右図の赤線より南） 

 

「基準面補正パラメータ」は、基盤地図情報ダウンロードサービス からダウンロードでき

ます。 「ジオイド 2024 日本とその周辺」と「基準面補正パラメータ」を足し合わせて統合し

たファイル（JPGEO2024+Hrefconv2024.isg）もダウンロードができます。 

https://service.gsi.go.jp/kiban/app/geoid/ 

 また、 「ジオイド高計算 （ジオイド 2024 日本とその周辺）」を利用することで任意の地点の

ジオイド高と基準面補正量を求めることができます。 

https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/geoid/calcgh/calcframe.html 

 

６．公共測量の実施に際して 

１）測量の実施計画ができたら 

測量法第３６条に基づく実施計画書を国土地理院に提出して技術的助言を受けてくだ

さい。 

２）既設の公共基準点の標高成果改定 

今後の利用が見込まれる設置済みの公共基準点は、測量成果の改定をご検討ください。

改定に当たっては、①改測、②旧観測値による改算、③標高補正パラメータによる改算が

あります。詳しくは以下のページの 「公共基準点及び公共水準点の成果改定方法」をご覧

ください。https://www.gsi.go.jp/sokuryosidou/sokuryosidou41048.html 

また、標高成果改定マニュアルも以下のサイトから公開されています。 

https://www.gsi.go.jp/KOUKYOU/koukyo0040.html 



 

3）パラメータによる補正の前に 

標高補正パラメータによる測地成果 2024 への補正計算を実施する成果値は、令和 7 年

4 月 1 日以前の標高改定に対応済みの標高成果である必要があります。対応していない成

果は該当する補正計算を行った後に、測地成果 2024 への補正計算を行ってください。 

過去の基準点成果の改定については、以下のページの「補正計算を行う前に確認する情

報」をご確認ください。https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/hyoko2024rev_param.html 

過去の地震等に伴うパラメータによる補正量の計算は、PatchJGD(標高版)をご利用く

ださい。https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/patchjgd_h/index.html 

また、平成 26、28 年三角点標高改定に対応する補正計算については、「補正パラメータ

による標高成果計算サイト」をご利用ください。 

https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/hyokorev/hyokorev.html 

 

4）標高補正パラメータによる改算 

パラメータによる 「測地成果 2011」から 「測地成果 2024」への補正は、web 版 PatchJGD

（標高版）がお勧めです。三角点標高用と水準点標高用がありますのでご注意ください。 

また、PatchJGD_HV は、パラメータや座標・標高ファイルを読み込み、任意の地点の

測地成果 2024 を計算するダウンロード版の座標標高補正ソフトウェアです。 

詳しくは以下のページの「標高補正計算の方法」をご覧ください。 

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/hyoko2024rev_param.html 

「逆方向の計算」にチェックを入れると

2024 から 2011 の計算ができます 



 

5）令和６年度から年度をまたいで事業を行う場合 

令和７年４月１日以降に行う公共測量において、前年度から年度をまたいで事業を行う

等、旧標高を求める必要がある場合は、 

１．電子基準点のみを既知点とする基準点測量、GNSS 標高測量、ネットワーク型 RTK

法（単点観測法）を使用する測量 

２．１．以外の GNSS を使用する測量 

３．トータルステーション、レベルを使用する測量 

によって計算方法や成果表の記載事項が異なります。 

詳しくは以下のページの「旧標高（測地成果 2011）の計算方法」ご覧ください。 

https://www.gsi.go.jp/sokuryosidou/sokuryosidou41048.html 

 


